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私たちの子どもについて 

 

新たなる理解への道が開かれた。世の中の偏見をなくし、ゲイ・レズビアンである子ども

たちが尊厳を保ち、尊重されながら生きてゆける安全な環境作りに、私たちはその努力を

惜しまない。 

 

知識を分かち合い、恐れという束縛から解放され、援助の手を差し延べ、人間であること

への探求に皆さんが参加されますようご招待いたします。 

 

ここで使われる「ゲイの人」という言い方は男性、女性ともに当てはまります。 

 

 

ゲイの人はあらゆるところに 

 

世界人口全体の 10％がゲイ・レズビアン、またはバイセクシュアルです。[1,2] 文化、人種、

経済状態にかかわらずゲイ・レズビアンの人は地球上いたるところに存在します。例えば、

アイオワ州デモイン市の人口は１９万４千人ですが、そういった規模のコミュニティには

およそ２万人のゲイの市民が存在します。このゲイの人口に家族を加えるとその数は約５

万人となります。 

 

特定のステレオタイプ（典型的ゲイというイメージ）にぴったり当てはまるゲイの人もい

ないことはないのですが、そのほとんどはマジョリティのヘテロセクシュアル（異性愛者）

の人と見た目も身のこなしも変わりません。外見やマンネリズム（話し方、身振り手振り

など）というものは性の指向とは全く関係がないのです。 

 

例えば、ヘテロセクシュアルの人の中でも男性っぽい女性、女性っぽい男性がいるという

のは皆さんご存知のことでしょう。 

 

 

ゲイの人は健全な人 

 

ホモセクシュアリティ（同性愛）そのものは、ヘテロセクシュアリティ（異性愛）と同様

に、精神的、感情的疾患ではありません。[3] 

 



例えば、性的行動に関してどのくらい興味があるかは、ゲイの男性もレズビアンの女性も、

ヘテロセクシュアルの人と同じく、多いわけでも少ないわけでもありません。[4]  

 

ヘテロセクシュアルと同様、ゲイの人にも多種多様の生き方があり、パートナーとの長期

的かつ安定した関係を築き上げ、仕事をし、買い物をし、テレビを見たり、投票をしたり、

税金を払ったりしています。[5] 

 

 

ゲイの人は自然にホモセクシュアル（同性愛者） 

 

人間の性の指向がどのように決まるかは知られていません。[6,7] PFLAG では過去２０年

間、ゲイ・レズビアンの子どもを持つ何千という家族と話をした結果、以下のようなこと

が分かりました。 

 

 ホモセクシュアリティとは人となりに根ざしたもので、なるとか、ならないとか、そ

れを自分の意志で選択できるものではない。人を好きになるという感情を選ぶことは

できない。唯一できることといえば、自分の性の指向を正直に表に出すか、クローゼ

ットでいる（隠しておく）かの選択しかない。 

 レズビアン・ゲイの人が自分の性の指向を隠さなくても安心していられる世の中にな

れば、その分だけ不幸な結婚が少なくなる。 

 ゲイ・レズビアンの人は、かなり幼い頃から自分が他の子どもとは違うということに

気づいている場合が多く、自分の性の指向を意識し始める時期は思春期から青年期が

一般的である。 

 人から影響を受けたり、教えられたりしてゲイ・レズビアンになる子どもはいない。 

 学校、その他の場所でホモセクシュアリティが「うつる」とか「勧誘されるのでは」

といった家族の恐れには何ら科学的根拠がない。 

 ゲイの人がヘテロセクシュアルになろうとどんな努力をしても、失敗に終わる。[9,10] 

 全米医療協会は「性の指向は裁くことなく認識するべき」と提唱している。 

 世の中には自然に同性に惹かれる人もいるというのが現実である。ゲイ・レズビアン

である子どもたちを社会が認識し、受け入れる時期が今ここに来ている。 

 

 

ゲイの人は家族の一員 

 

およそ４世帯に１軒の割りでゲイのファミリーメンバーのいる家族が存在します。レズビ

アン・ゲイである子どもたちにも、誠実な親子愛、兄弟愛で結ばれた父母、祖父母、兄弟



姉妹、従兄妹、おば、おじ、甥、姪がいます。 

 

家族がゲイのファミリーメンバーを拒絶したとすれば、それは家族のメンバー、親戚全体

の一人一人にとって悲劇となります。 

 

全米に網羅された PFLAG のヘルプライン及びホットラインでは、プライバシーを尊重し

た、思いやりのある環境の中で、同様の経験を持つ親たちに質問や相談をすることができ

ます。 

 

ヘルプラインやホットライン、ラップやディスカッションのミーティングが家族とゲイの

子どもたちをつなぐ架け橋となり、家族が一生離れ離れになったり、生涯傷ついたりする

のを未然に防ぐことも珍しくはありません。 

 

 

ゲイの人は子どもを敬う 

 

レズビアン・ゲイの人は立派に子どもを育てる良い親となります。ゲイ・レズビアンの両

親を持つ子どもたちは心理的、社会的、性的な発育上、ヘテロセクシュアルの両親を持つ

子どもたちと何ら変わりはありません。[11] 

 

ゲイの男性、レズビアンの女性が子どもの虐待に関わることはごく稀で、アメリカでは子

どもに対する性的虐待の９０％はヘテロセクシュアルの男性（父親、義父、祖父、おじ、

内縁の夫など）がその加害者となります。 

 

 

ゲイの人は責任感のある社会の一員 

 

私たちのゲイの息子・レズビアンの娘は教育レベルも千差万別で、教師、看護士、医師、

牧師、事務員、芸術家、会計士、都市開発者など、ありとあらゆる職業に従事しています。

このように私たちの子どもは社会に重要な貢献をしているのです。 

 

 

ゲイの人は差別に直面する 

 

家族の一員であるレズビアン・ゲイのファミリーメンバーは今でも悪質で卑劣な攻撃を受

けています。最近のことですが、全州に渡る州民発案により、地域または州自治体による



ゲイの人々に対する市民としての被保護権を制限または拒否しようとする組織的な動きが

ありました。レズビアン・ゲイの人々には雇用、子どもの養育権、住宅などに関し、法律

上の保護というものがほとんどなく、安全を脅かされているという感覚が常にあります。 

 

私たちのゲイのファミリーメンバーにも、結婚する、軍務に就くなど当然と思われがちな

ことに対する同等の権利が与えられるべきです。 

 

 

世の中にはゲイの人がいるというのが現実 

 
このパンフレットでは、ヘテロセクシュアルという言葉は、自然に異性に惹かれる人のこ

とを意味します。 
 
ゲイ、レズビアンおよびホモセクシュアルという言葉は、自然に同性に惹かれる人のこと

を意味します。バイセクシュアルの人は自然に両性に惹かれます。 
 
私たちの子どもは、その多くがホモセクシュアルという言葉より、「ゲイ」あるいは「レズ

ビアン」といった名称を好みます。これは黒人の多くが「ニグロ」とか「ボーイ」といっ

た言い方より「アフリカ系アメリカ人」または「ブラック」といった名称を好み、日系、

ポーランド系、イタリア系アメリカ人が軽率で侮辱的な人種民族的ほのめかしとなる言葉

で呼ばれたくないのと同じです。 
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